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ヨシキリザメ インド洋 
（Blue Shark, Prionace glauca） 

 
 

最近の動き 

2017 年にインド洋系群の資源評価が行われた。2020 年は、
資源評価は行われなかった。 

利用・用途 

肉はすり身等、鰭はふかひれ、皮は工芸品や医薬・食品原料、
脊椎骨は医薬・食品原料等に利用されている。 

漁業の概要 

ヨシキリザメは全大洋の熱帯域から温帯域にかけて広く分
布し、外洋性サメ類の中で最も資源豊度が高いと考えられてい
る（Compagno 1984）。本種はまぐろはえ縄漁業で数多く漁
獲されており、基本的には混獲種であるが、大規模なはえ縄漁
業やまき網漁業を含まない準産業型の漁業や零細漁業により
しばしば主対象魚種として漁獲されている（IOTC 2018）。本
種は 1990 年代以降世界的に商業価値が増加したため、はえ縄
漁船（まぐろ・かじき表層はえ縄漁業）によりしばしば主対象
として漁獲された（Mejuto and Garcia-Cortés 2005）。一般的
に、はえ縄漁業は 180～240 cm（尾叉長）あるいは 30～52 kg
の本種を多く漁獲する（Compagno 1984）。他の大洋と異な
り、本種やアオザメに対する遊漁はインド洋では一般的ではな
い（IOTC 2018）。また、混獲や放流によりダメージを受ける
個体の割合は明確でないが、メカジキをターゲット種にしてい
るはえ縄漁業によって混獲される本種のうち、縄を引き上げる
際に起こった死亡についての暫定的な推定値は 24.7％であっ
た（Coelho et al. 2011）。体長の違いは死亡率に影響を及ぼす
重要な要因であり、より大きな個体は生残率が高かった
（Coelho et al. 2011）。 

インド洋まぐろ類委員会（IOTC）に報告された本種の漁獲量
は非常に不確実性が高い（IOTC 2018）。16 の締約国（オース
トラリア、ベリーズ、中国、EU：フランス・スペイン・ポルト
ガル・英国、インド、インドネシア、イラン、日本、韓国、マ
ダガスカル、モルディブ、モーリシャス、フィリピン、セーシ
ェル、南アフリカ、スリランカ）が決議 15/01 にリストされて
いる主要なサメ類に対する漁獲量（水揚量）データを報告した。
全締約国のメカジキを対象としている漁業の総漁獲量のうち
本種の漁獲量が 68％を占めた。報告率の低さや製品重量の問
題により、サメ類に対する漁獲量データは非常に不完全である
と考えられた。2017 年の資源評価では 19 の国が IOTC 海域で

漁獲された本種の漁獲量を報告したが、不確実性を考慮して事
務局により 3 つの方法により漁獲量が推定された（IOTC 2018）。 

我が国の漁船は熱帯域でメバチマグロを対象とした深縄操
業、温帯域でミナミマグロを対象とした浅縄操業により本種を
混獲している。はえ縄漁業に対する漁獲成績報告書から集計さ
れた我が国の本種に対する漁獲量（1994～2019 年）は、330
～2,700 トンの範囲で推移しており、近年（2015～2019 年）
の水揚量は減少傾向である（表 1、図 1、平均 593 トン）（IOTC 
2020）。 

　　年
漁獲量
（トン）

　　年
漁獲量
（トン）

1994 414 2007 790
1995 724 2008 2,240
1996 736 2009 2,657
1997 805 2010 1,503
1998 645 2011 1,390
1999 557 2012 1,557
2000 530 2013 1,101
2001 477 2014 832
2002 433 2015 974
2003 355 2016 495
2004 330 2017 592
2005 577 2018 455
2006 398 2019 450

図 1. 日本のヨシキリザメ（インド洋系群）水揚量（1994～2018
年）（IOTC 2020） 

表 1. 日本のヨシキリザメ水揚量（1994～
2018 年）（データ：IOTC 2020） 
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生物学的特性 

【分布】 
本種はインド洋では熱帯域から温帯域にかけて広く分布し

（図 2）、熱帯域では水温 12～25℃、水深 80～220 m に多く
生息する（Compagno 1984）。本種の分布や移動は水温の季
節的な変動や繁殖の状態、餌の利用度によって大きく影響を受
ける。南緯 20 度以南の亜熱帯域や温帯域は未成魚の養育場で
あり、55～311 cm（尾叉長）の幅広いサイズの個体が生息し
ていることが報告されており、成魚は赤道付近の沖合域に多く
分布していることが報告されている（Coelho et al. 2018）。系
群についての情報はないが、インド洋に生息する本種を 1 系
群として資源評価及び管理が行われている（IOTC 2018）。 

 
【繁殖・回遊】 

本種の繁殖様式は胎盤型胎生であり、9～12 か月の妊娠期間
を経て全長 40～51 cm の子供を出産する（Compagno 1984）。
産仔数は 4～135 個体であるが（Gubanov and Grigor’yev 
1975）、平均産仔数は 38 個体、平均世代時間は 8～10 年とさ
れている（IOTC 2018）。インド洋における本種の繁殖周期は
分かっていない。 

長距離の移動が観察されており、オーストラリアからジャワ
島への移動（Heard et al. 2017）、南アフリカまで移動する渡
洋回遊も含まれている（IOTC 2018）。明瞭な日周鉛直移動が
確認されており、表層から最大 807 m までの潜水行動が記録
されている（Heard et al. 2017）。また、妊娠した雌は北緯 2
度から南緯 6 度の海域でその年のほとんどの期間を過ごすと
される（IOTC 2018）。 

 
【成長・成熟】 

観測された最大体長（全長）は 383 cm である（Compagno 
1984）。インド洋海域のヨシキリザメに対する放射性炭素年代
測定法により、尾叉長 270 cm の雄は 25～27 歳であることが
わかっている（Romanov and Campana 2011）。また脊椎骨椎
体に形成される輪紋から推定された最大年齢は雄で 25 歳、雌
で 20 歳である（Andrade et al. 2019）。50％成熟体長（全長）
は雄が 201 cm、雌が 194 cm であり、成熟年齢は雄で 4～7 歳、
雌で 5～7 歳である（Jolly et al. 2013）。以下にインド洋で求
められた成長式を示す。 

Andrade et al.（2019）：尾叉長（表 2、図 3） 
 雌：Lt = 290.6 - (290.6- 39.5) e-0.130 t 
 雄：Lt = 283.8 - (283.8- 39.5) e-0.150 t 
雌雄込みの体長-体重関係は、 

TW = 0.159×10-4×FL2.84554 
ここで TW は 1 個体の全重量（kg）、FL は尾叉長（cm）で

ある（Romanov and Romanova 2009）。 
 

【食性・捕食者】 
魚類や頭足類が主な餌料である（Compagno 1984）。海域、

成長段階等によって異なった餌生物を摂餌しており、特に選択
的ではなく、生息域に豊富にいる利用しやすい動物を食べる日
和見的捕食者とみなされている。成魚の捕食者は知られていな

図 2. ヨシキリザメの分布域（Compagno 1984 より） 

 

図 3. ヨシキリザメの成長曲線（Andrare et al. 2019） 

表 2. ヨシキリザメの年齢ごとの推定体長
（尾叉長：cm）（Andrare et al. 2019） 

年齢 雌 雄
0 39.5 39.5
1 70.1 73.5
2 97.0 102.8
3 120.6 128.0
4 141.3 149.7
5 159.5 168.4
6 175.5 184.5
7 189.5 198.3
8 201.8 210.2
9 212.7 220.5

10 222.2 229.3
11 230.5 236.9
12 237.8 243.4
13 244.3 249.0
14 249.9 253.9
15 254.9 258.1
16 259.2 261.6
17 263.1 264.7
18 266.4 267.4
19 269.4 269.7
20 271.9 271.6
21 273.3
22 274.8
23 276.0
24 277.1
25 278.1

0

50

100

150

200

250

300

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

尾
叉
長
（

cm
）

年齢

雌 雄



令和 2 年度 国際漁業資源の現況 36 ヨシキリザメ インド洋 

Copyright (C) 2021 水産庁 水産研究・教育機構 All Rights Reserved 
36― 3 

いが、幼魚は大型サメ類や海産哺乳類に捕食されている可能性
がある（Nakano and Seki 2003）。 

資源状態 

2017 年の IOTC 混獲・生態系作業部会会合において、漁獲量
及び CPUE のデータ等を使用し、キャッチオンリーモデル
（Stock Reduction Analysis：SRA）、ベイジアンサープラスプ
ロダクションモデル（Bayesian Surplus Production Model：BSP）
及び統合モデル（Stock Synthesis：SS）の 3 つのモデルにより
1950～2015 年の期間で資源評価が行われた（IOTC 2017）。ヨ
シキリザメの生物学的なデータ及び漁業データの質と量を考
慮してこれら 3 つのモデルから、SS の結果をベースケースと
することが決まった。前回（2015 年）の資源評価の設定と大
きく異なる点は、生物学的なパラメータの更新（成長・成熟・
再生産・自然死亡係数等の更新）に伴って、生産力を決定する
親子関係の強さを表すパラメータ（スティープネス：0.2～1 の
範囲で表し 0.2 に近いほど親子関係は正比例関係）が変化した
ことである（スティープネスが 0.5 から 0.79 に増加）。また、
漁業データについては、漁獲量の過小報告が問題であるため、
4 つの漁獲量（1：漁獲量（水揚量）、2：各エリアや年別の割
合から推定した漁獲量、3：一般化加法モデル（GAM）から推
定した漁獲量、4：さめ鰭の貿易から推定した漁獲量）が考慮
されたが、最も信頼性が高い 3 がベースケースとして用いら
れた（図 4）。CPUE については、各フリート（漁業主体）間
での増減のトレンドが一致しないことが大きな問題となった
ため、階層構造を用いたクラスター解析をもとに各フリートを
6 つ（1：EU-ポルトガル・EU-フランス、2：EU-ポルトガル・
EU-フランス・日本後期、3：EU-スペイン・インドネシア・日
本後期、4：日本前期・EU-ポルトガル・EU-フランス、5：日本
前期・EU-ポルトガル・EU-フランス・日本後期、6：日本前期・
EU-スペイン・インドネシア・日本後期）にグループ分けを行
い、CPUE データの信頼性・代表性等を考慮して 2 の EU-ポル
トガル・EU-フランス・日本後期の CPUE をベースケースとし
て用いることが決まった（図 5）。日本後期の CPUE の年変動

は大きいが、長期的な傾向としてはは横ばいで比較的安定して
いた（Semba and Kai 2017）。 

MSY を管理基準値とした場合、どのモデルも現在の資源状
態は乱獲状態になく過剰漁獲行為も行われていない結果とな
った（図 6）。SS による現在の資源及び漁獲の状態は、F2015 / 
FMSY = 0.304（80％信頼区間：0.298 - 0.311）及び B2015 / BMSY = 
1.50（80％信頼区間：1.32 - 1.68）であった（図 6）。ベースケ
ースモデルの不確実性をマルコフ連鎖モンテカルロ法（MCMC）
により計算した結果、74.6％はグリーンゾーン（乱獲状態にな
く過剰漁獲行為も行われていない状態）、25.4％はオレンジの
ゾーン（乱獲状態にないが過剰漁獲行為が行われている状態）
にあることがわかった。しかし、近年の資源量及び漁獲死亡係
数ともに MSY 水準に近付いており、漁獲量を増加させないこ
とが勧告された（IOTC 2017）。 

図 4. インド洋の資源評価のために推定されたヨシキリザメの漁
獲量（1950～2015 年）（IOTC 2017 を改変） 
Estimated-EUPOA/ratios（赤）は EU の各エリアや年の漁獲量割
合から推定した漁獲量、Estimated-GAM（緑）は資源評価でベー
スケースとして用いられた漁獲量、Estimated-Trade（水色）はサ
メ類の貿易データから推定した漁獲量、IOTC Nominal（紫）は各
国の水揚量の合計値。 

図 5. 資源評価で用いられたインド洋におけるヨシキリザメの標
準化 CPUE（1992～2015 年）（IOTC 2017 を改変） 
縦軸は、CPUE を平均値で割ることで 1 にスケール化した CPUE。
各線はそれぞれ EU フランスのはえ縄（赤）、EU ポルトガルのは
え縄（緑）日本のはえ縄（青）、を示す。 
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図 6. 統合モデル（SS）で示された神戸プロット（IOTC 2017） 
青丸及び実線はインド洋におけるヨシキリザメの相対資源量及び
相対漁獲死亡係数の時系列変化。グレーの丸は MCMC による不確
実性の範囲を示す。 
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管理方策 

全てのマグロ類地域漁業管理機関において、漁獲されたサメ
類の完全利用（頭部、内臓及び皮を除く全ての部位を最初の水
揚げまたは転載まで船上で保持すること）及び漁獲データ提出
が義務付けられている。これに関連して、インド洋のヨシキリ
ザメに対しては、IOTC の年次会合により 4 つの保存管理措置
が採択されている（IOTC 2020b）。 
●決議 11/04：地域のオブザーバー事業に関連して、オブザー

バーは、漁獲物の（種）組成を特定し、投棄量・混獲量・サ
イズ組成をモニターするために、できるだけ監視を行うと
共に漁獲量を推定すること。 

●決議 15/01：IOTC が管轄する海域にいる漁船（まき網・はえ
縄・刺網・竿釣り・ひき縄を行う全長が 24 m を超える漁船
及び IOTC 海域の国に所属しその国の EEZ 以外で操業する
全長が24 m以下の漁船）の漁獲量と努力量の記録について、
漁獲成績報告書を作成すること。これについて、保持・投棄
を含む全てのサメ類の漁獲量を報告しなければならない。 

●決議 15/02：IOTC の締約国と協力的な非締約国に対する義
務的な統計の報告要求は、マグロやマグロ類似種に適用で
きる規定をサメ類に適用する。 

●決議 17/05：IOTC によって管理されている漁業で漁獲され
たサメ類の保全に関して、①冷凍物については、さめ鰭を船
上のサメ全重量の 5％を超えて保持しないこと及びさめ鰭
と魚体を同時に陸揚げしない場合は、5％を超えて保持しな
いことを確保するため必要な措置を取ること、②生鮮物に
ついては、さめ鰭の切り離しを禁止する。 
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ヨシキリザメ（インド洋）の資源の現況（要約表） 

資源水準*1 中位 

資源動向*2 減少 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

2.3 万～3.2 万トン 
最近（2018）年：2.3 万トン 
平均：2.8 万トン（2014～2018 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

450～974 トン 
最近（2019）年：450 トン 
平均：593 トン（2015～2019 年） 

管理目標 検討中 

資源評価の方法 
統合モデル（SS）、ベイジアンサープラスプ
ロダクションモデル（BSP）、キャッチオンリ
ーモデル（SRA） 

資源の状態 SB2015 / SBMSY：0.83～1.75 

管理措置 漁獲物の完全利用等 

管理機関・関係機関 IOTC 

最近の資源評価年 2017 年 

次回の資源評価年 2021 年 

*1 中位にある理由としては、管理基準値である MSY 水準の資源量
と比較した場合に、現在の資源量が MSY 水準の周辺にあるため
にそのように判断した。 

*2 推定された資源量の変動あるいはそれを表す指標である CPUE の
増減を基に判断した。 
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